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前下谷に住んでいたんですが、関東大震災で焼け出されまして、池袋に移ってきた。そのころ、池袋はまだ田舎でしたけどね。移ってき のが大正一三年です。大正一三年ですから つまり立教大学のこの校舎はあったわけですが、立教中学の校舎だった、壊してしまった 二号
館はまだできていなかったんですね。そのころ中学校は、築地で焼け出されて池袋の大学に同居して授業をさせていただいていたんでしょう。そんなところへ移ってきて、私は昭和五年に生ま たわけです。　
生まれましてからまだ幼児のうちに、お弁当を持っ
て、母に連れられてよく立教のキャンパスへ遊び 来ました。誰が入っ も別にとがめられないものですから、まだ三歳ぐらいのときからヨチヨチと立教に来て、こちらの中学の校舎や、大学の今、四号館のあるところはグラウンドになっていましたから、あそこで大学生がラグビーやっている を見物したりしてい した。　
それから、四歳になってから忠信幼稚園という幼稚園












こへ行こうかなと思ったんですけども、ちょうど盲腸をやりまして手術をしたもの すからね で、受験勉強ができなくなっちゃった。そうしたら、小学校の校医をやっていた木口先生という内科 先生が、また立教中学の校医もやっていたんです。その木口 「じゃあ俊ちゃん、立教に行きなさい 立教中学へ行 らいいよ」というお話があったの 、何ということなく立教を受けて、入りました。そのころは、立教中学校は筆記試験がなかったんですね。口頭試問だけで終わっています。それで何となく入 しまっ 。　　
その筆記試験がないというのは、その前からずっと




内閣のころだったと思います。文部省の指令でもって筆記試験はいけないということになって、全国、公立も私立も全部、筆記はなくなって たんですね。筆記をやっても構わないように ったのは、ずっとあとになりまして昭和二八年からです。ですから、それま の間、ずいぶん長い間、筆記はなくて、口頭試問だけでも 入学試験をやっていました。　
それで昭和一七年の四月に立教中学に入学したわけで









一〇月に徴兵猶予がなくなりますね。それでいわゆる「学徒出陣」ということでもって理科系がなかった立教大学の学生は、 年齢に達したらば行かなければならない。文学部は休止か廃止か もって動きが取れない。一応、経済学部はあったんだけど、それでも非常に人数は少ない。経営的に成り立たない ら、そこで「立教理科専門学校」というのをつくって、どうに 息を継いでいたという状況でしょうけれども。　
私はそのとき中学の三年生で、昭和一九年度の最初か











年間の生活のうちの三年間をクラス担任してくださったんですが、結局、クラス担任だから、工場で生徒が働ているときには監督をして、工場 生徒との間のいろいろな掛け持ちをしてやるのがクラス担任の立場だと思いますが、胃潰瘍が非常にひどく 苦しんでおられた先生で、欠勤が多かったんですね よく私には「伊藤 俺はこんな体だから、おまえたちを守ることはできな 。工場にも出て来れ いことが多い。だから、俺 代わって伊藤が友だちを守っ やってくれ。頼んだぞ」と うことを、顔を合わせるたびに言われたんですね。「先生が守れないのに、同じ同級生が守るということが、
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はたしてできるんだろうか。 」空襲がどんどんとひどくなってきているときですから、 「爆弾が落ちてきたら僕も死んじゃうの 、友だちを守るっていうことはできないだろう。だけどもどうしたら守れるか。僕の判断の誤りでもって友だちが死んでしまうようなことがあったら、一体、僕はどういうふうに責任を取ったらいいんだろうか」ということが、中学三年生の私には非常に頭に引っ掛かって ました 結局、 ろいろ考えてい 、「もし自分が生き残って、友だちが何人でも死ぬようなことがあ た 僕は責任を取らなきゃならないな。責任を取るっていうのはどうするんだ。それは、責任を取って ちらが死ぬほ ない。 」 ぬつもりで ってずっと工場に通 ました。ですから、戦争 終わりごろには、学徒の「義勇戦闘隊」
⑴というのに配属されま
したけども、それで死ぬと よ はむ ろ、友だちに対して責任を負 死ぬんだというつもりで、戦争の終わりまでいたんです。　
戦争が終わりましてからは、それから解放されてほっ
としたんですけども、それも八年間ぐら で、中学校を出てから教師になりまして、昭和二八年に立教中学校に就職し、翌年の二九年にクラス担任を仰せつかりました。二年生の受け持ちでした。そのとき、私の受け持った生徒は一クラスに六八人い んです。非常 大人数な
んですけれども、それをいろいろと裁量していたわけなんです。　
ちょうどその年の秋に、麻布中学校の「相模湖事件」















学の教務主任です。私は大学生当時、中学生の家庭教師をやっていたんですが、露木先生は、私が家庭教師をやっていた生徒のクラス担任だったん すね それでしばしば子どものことでもって色々と相談に伺っていましたから、それでだいぶん露木先生とはいろいろと面通っていたわけ す。その生徒が非常に英語がよくできるようになった子で、高松宮杯 全国英語スピーチコンテストに出たんですね。そ ときに、高橋先生も露木先生も英語の先生ですから、高橋先生といろいろと相談しながらスピーチコンテストに、自分が教えていた子どを出した。そうい ようなこと 先生
⑷ともいろい
ろと親密になっていたわけです。しか 戦後、私が中学校の五年生だった時、立教中学校の自治活動である「学校市制」 いうものの一つを担ってい もの すから、高橋先生とはその市制ということでも非常に行き来があったんです。　
というようなことでもって、私が大学を来年卒業する
というときになって、立教通りで大澤龍先生とちょっとお会いしたら、 「卒業したら立教中学に来ないか。自分の母校の教師になったら、こんな良いことはないじゃ
いか」とおっしゃった。また、高橋先生からも、 「卒業したら立教に来てもらいたい」というお話だった。お二方からそういう 話があ ものですから、公立の中学校かなんかに就職するつ りで盛んに履歴書を書いていたんですけども、立教から声が掛かったので、これはありがたいということで、早速、立教に行かせて ただくことになったんですが 露木先生だけが反対なさったのだそうです。　
あとで露木先生から伺ったんですけれども、 「伊藤を
立教の教師にすると うことは異存はない。ただ、あつは立教で育って、立教しか知 ない人間だ。立教し知らない人間では困るだろう。あちらこちらを見 か立教に来るんならいいけども」と言って露木先生 けは反対なさったそうです。そうし ら高橋先生が烈火のごとくお憤り なって、 「もし伊藤がよその学校へ就職して、向こうで離してくれなかったらどうするんだ。来れなくなっちゃうじゃ いか。だからまず真 先に立教中学へ引っ張れ」ということでもって 結局、露木先生は真っ先に引っ張ることに反対だったのだけども、高橋先生と大澤 生で当時の花房主事
⑸に話して、お決めに


































































先生も心理学科の先生です。立教小学校を作るときに、森脇先生はいろ ろタッチなさっていたんですけれども、ともかくそんなことでもって ろ ろお話を伺ったということがござ ます。　　
ちなみに、かなりの数の方がここに名前が並んでい




















だ、元田作之進先生は私が生まれる前に亡くなっていますので、直接にはお目 掛かったことは いんですけども、その二男さんの元田茂さんという方とはわりあいに親しくしていただきましたの 、そのとき 松下さ との関係 出てきたわけです。　　
話を少し戻すわけでもないですが、先生がちょうど
中学校に就職された前後のことですが、先生 家庭教師をされていたお宅のご様子というのか。つまり、当時の立教の 生徒は 大体ど ような社会階層から来ていたのかなと うこともちょっ 思ったんですけども。伊藤
　
それも今、いろいろと調べているんですけども、















































最初の主事はミス・シェーファーですけども、ミス・シェーファー 半年で亡くなっちゃいましたから、あとは全部、主事は有賀千代吉先生でした。有賀先生は三〇年間、カナダでジャーナリスティックな仕事を ていして、戦争の末期だかに日本に送り帰されてきた方なんですけども 日本に行きたくないっていうんで、シンガポールで軍政のいろいろな手伝いをしていたら いんですね。それで戦争が終わってから日本に来た。そこ 有賀千代吉さんを一応、佐々木順三先生がよんで、 「今度立教小学校を作るに当たって、やってくれ」と。最初は教頭でやらせられたわけですね。　
有賀先生の考え方というのは、つまりそういうことだ
から、三〇年間、いわゆる日本の考え方じゃないわけ

































ら、相当雰囲気が違ってきているんでしょうね。それから同時に、こちらの立教中学のほうも、立教中学と立教高校で先生方が交換教授をやっていますから、したがって中学と高校の間で理解は相当とれてはいたんだけれども、先ほどのように学校のいろいろな形が変わらなかったところから、中学 先生はやっぱり旧制 ままの形でもって行っていたとい ことだと思います。　
それからもう一つ、新制の立教中学の主事の花房先生

































の教えていらした先生たちは、例えば非常勤の方とか、そういう形で中学校にかかわっていた方なんかはたくさんいらしたのでしょうか。というのは、公立の中学校なんかだと、この時期、スタッフが確保できなくていろいろ苦し でいるというようなことをよく聞くものですから。先生が就職された五三年前後からだいぶまたスタッフ確保は何とかなってきたと ことにもなるようなんですけれども、立教の場合は、つまり、教える人をどういうふうにリクルートしてい かとい なんですけれども。伊藤
　
大体教師の数が三〇人とすると、三～四人ぐらい




















るとがらっと変わっておりますね。私どもが立教中学生であった時代には、立教大学へ行きたがっている者はほとんどなかった。一つには、生徒のニーズに応えられるような学部学科の数がなかったということでしょう。文学部と経済 だけなんだから、ということもあります。ですから、医者に りたいというよ な人っていうのは立教大学へ行ってもしかた いわけです。ただ、牧師さんの息子なんかは、ずっと一貫でもって立教大学まで進んでいくというのが道 と思いますけれども。　
ところが、新制になりましてからは「一貫」という言
葉が初めて使われた。こ に立教中学に子どもを受験させようという親は、先ほど申し上げまし よう 、中小企業の経営者か店主です。だから、 「大学さえ出てくれれば家の跡を継 でもらうから、それでいいんだ」と専門は何でも構わないし、どんな大学でも構わ いんだということになると
  、中学から高校、大学と一本で行



























れを救おうというのでミッションからだいぶお金が来ますけども、立教大学には何ドル、立教 には何ドル、聖路加には何ドル いうふうに最初 分けて持てきてくれています。ですから、関東大震災の救援だじゃなくて、その後も同じこ だと思 ます。　
ただね、立教女学院の場合は、本部の力が強くって本




経済的にインフレーションが非常に強いんですね。ここにありますが、大体昭和の初年と比べると、物価が三五〇倍ぐらいに上がっています。僕 中学生のときにわら半紙でできたノートを買うのでも、一週間で二倍ぐらいにノートの値段が上がってくるというふうなことなんですね。こうなってくると非常に経済が成り立たなくなっちゃうので。立教中学はお金 足りないので、昭和二〇年から何回か学費増額を東京都に申請しています。それでも戦争から戦後のひどい状態でも 東京都が振り回されているものだ ら、申請に対してなかなか返事がない。教師にも給料を出さなきゃな ないので、大澤龍先生がおっしゃるには、しようがないか 聖路加病院行ってお金を貸してもらったということを言っていました。聖路加はお金があったんでしょ ね。　
それから、有賀千代吉先生は、小学校はスタートする
ときからなんらの予算も学院から付けても っていなかったと。だか 、わら半紙一枚でも学院は出してくれなかった。それば りじゃなくて、立教大 のほうから、 「金が足りない。小学校は 持ちが父兄にいるから金があるだろう 金を貸してくれ」っ 言ってきたんだっていうんですよ。有賀主事 日記にも書いてあるんですけど、 「大学でそういうふうに言ってきたから っぱり断った」というふ に言われています 立教小学校
の『十年史』に座談会が載っていますが、有賀先生が、「小学校を作るのに経済的な準備をしてくださらなかったんですか」って佐々木順三先生に聞 たら、 「小学校だから安くできると思って経済的な準備はしていなかったんだ」というふうに座談会の中で答えていらっしゃるんです。ですから、有賀先生もずいぶん大変だっ と思いますけど、 「ともかく、小学校だから父兄が黙っちゃいないよ。苦しければ父兄が何 か面倒を見てくれるから」って佐々木先生はおっしゃっているんです。　
実際に昭和二三年から二四年になりますと、小中高と















































だけれども、当時の立教中学校の生徒というのは、日本橋区とか、京橋区とか、大体あのあたりが中心だった。そうすると生徒集めに苦労するんじゃないか ことが、当面、大正の初めに池袋に移ら かった大きな要因だとしているものがあるんです。池袋と築地に分かれて、その後どうするのか。そう るとだんだ 外れていく。外れていくという は区立に改編を とか、やはりそういう話も出てくる なとい 気がちょっとしましたね。これは感想なんです 。伊藤
　
いや、それは言えるんだと思います。というのは
ね、当時、非常に交通事情が良くなかった。山手線が一回りしていなかったんですから。通う に山手線もななか使えない。会社線もそうだ 、 わゆる街鉄と言っていたんですが、市電もあまりな った。いろいろ先輩
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たちの書いたものを見ますと、立教大学のみならず築地にあった立教中学校の生徒も、乗り物に乗らないで徒歩で通っ らしいですね。ですから、明治から大正のころに掛けては、大体片道二時間ぐらい掛けて生徒は歩いたらしいんです。そんなような状況のころに池袋に移ってしまった。大学生はともかくとして中学生はと も通いきれないと うことがあって、中学は池袋に移るということをよしとしなかったんだと思いますね。焼けちゃったんで、しようがないから移った。そ したら、帆足校長がおっしゃっています ども 生徒の層がガラッと変わった。確かに、築地のほ に行っている京橋やなんかの人は、池袋へは通いきれ せんからね。　　
これはなかなか証明というか、実証しづらいことだ






















うのは、先ほどのお話の中で 出てき したが、新制高校をかなり旧制高校的に捉え た当時の立教高校にかかわる人、縣主事とか、そういう人たちの考え かなり強かったんだろうと思いますけれども。伊藤
　
縣先生はね、少なくとも最初の一年間は全生徒を


















文学部長も兼ねていたのかな。その年の夏に選挙が行われて学長になるおそれがあるということで、当時の学長を支持する人たちが、 「小島を今の ちに蹴落としておこう」ということだったようなんですね。ですから、まず昭和一一年の早いう に学位詐称とい ことを言われて詰め腹を切らされた。ご覧になったと思いますけれども、小島校長の直筆の履歴書で 「マスター・オブ・フィロソフィの学位を受く」 書いてある。だから詐称事件は、ほかの人がやたらに嘘を言って小島を陥れたんじゃないんですよ。　
高橋校長という人は小島校長の甥ですから、そのこと










を起こしてしまうんで、これも詰め腹を切らされた。結局、木村学長のご勅語の読み方がまずい ことで、今度は小島派の連中が復讐として騒ぎ立てて 立教大学の全学生のストライキにまで持っていっ だというふうに言われているようです。そこの真相 よく分かりせんけども、ありそうなことではあると思 ます。　　
そうなんですね。チャペル事件であるとか、小島校














































の一年で、その身体検査のお手伝いをしていた。そのときに中学校のＢ先生もお手伝いをしていた。そこでお手伝いをしながら友達に話していたのは、 「高橋は追い落としてしまおう。生徒や父兄をこちらのほうに付けてしまえば、それができるんだ」と言っていましたね。私どっちかというと高橋先 と親しいほうですから、それを聞いて、 「とんでもないこ だ」と思っ んで 早速、高橋先生に忠告の手紙 書いたんだけども、出すのがやっぱり気が引けたものですから、出さないで終わってしまいました。　
そのあとで起こったのが、昭和の二四年から五年に掛
けての、いわゆる私が「クーデター」と呼んでいる のです。だから、その中心人物はＡ。この人はのちに、これが失敗して ったときに立教の別の部局に移されまして、それから他の学校 ほう 移されましたよね。それからＢさんですね。　
Ｂさんは、私、インタビューをして録音がとってあり
ます。Ｂさんに言わせると インタビューの話では、いわゆるクーデターがポシャっちゃってＡは辞めさせられて、他部局に移 れた。それからＣと う体操の教師がいるんですが、そのＣさんは首を切 れた。 「僕も危なかったんだ」というんですけども、それは花房先生から伺うと、 「Ｂは泣 て謝った。あまり泣いて謝 たもん
だから許してやった」と。高橋先生のことについていろいろ悪く書いたものは全部、花房先生が取り上げて焼却してしまいましたということでした。だから、そういった証拠になるような書類は全部、花房先生のほうに差し出したことによって、一応、立教中学での首はつながったということです。首がつながって定年までいたんですからね。ずいぶんつながっているんですが、非常に授業のうまい方でした。　　
結局、そういう人たちが、高橋教頭が重用されるの
はよろしくな 考えていたわけですが、なぜ高橋さんという人が重用されてい のかというと 先ほど言われていましたけれども筋目がいい それはなぜ のかというと、小島校長の甥だからだと。小島茂雄という人はああいう感じで追い落とされて、そのあ 立教との関係を断つわけですけれども、何と言ったら んで ょね、やっぱり小島という人を支持して 勢力というもそのあとずっ あるということなんですか伊藤
　
当時の立教中学の教職員の中では、反小島派とい
















































いない。お互いに関係が薄くなっちゃったなということだけで、特に関係が悪くなったわけでもないから再構築もないですけど。ともかく高校がな ので、 「我々は何と して中学生を指導していか きゃならないな」と うこ のほうが強かったです。　　
そうすると、課外活動というか、例えば先生でした































もなく中学校に来て、 「中学 落第制がある。義務教育制で落第制があるというのはおかしい。落第制をなくしたらどうか」というこ をおっしゃった。それに対して、そのころはたぶん高橋先生は教頭だっ 思いますが、高橋教頭は、 「 や、立教中学生 非常に軟弱なんだ。鍛えることによって一人前 しなきゃならな ので、落第制をなくして甘やかすなんていうことはとてもできないんだ」ときっぱり断っていますね。
　
それからもう一つは、だんだんと中学の受験者が増え



















教の中で一番大きな出来事は何だったですか」と聞いたら、 「それは校長専任制になったことだ 中学は中学としてやっていかれるようになったんだ」 いうふうに、これは露木教頭のおっしゃったことです。　　
ただ、その裏腹というか、もう一つの面として、昭






































































































かったんだけれども、出てきたことは、修学旅行をどこにするかというような問題。 「立教高校はここへ修学旅行に行きたい 。中学はここに来てもら ては困る」というふうに言われたこと ありますね。　　
だから、例えば中高が隣にいて連絡会が行われる環
境にあるならば、科目によるとは思いますけれど、数学なんかは中学で習う三年間分の課程と高校で習う三年間分の課程をうまく調整 れば、ダブりを取っ払って、例えば五年で終えて六年目にもうちょっと高度な とをやるとかということは、 まどこの私立でもやって ることですけれども。あるいは、例えば中学校でこ いう方向で教育をするから高等学校ではこの辺 らうまくやってもらいたいとか、この辺 足りないと 、そういう教育内容の話がないということですよね、連絡会で。伊藤
　
中高連絡会ではそういう話は出ませんでした。中












仲が良かったという はあ と思います そして、高校の新座移転で連絡がなくなった。一番大きいのはたぶん、先生がお しゃっていた高校生が中学生を指導できなくなったということ、それがきっと一番大きかったんでしょうね。　　
今、教育とおっしゃいましたけど、課外活動とか、






































































































































































































後、一九四三（昭和一八）年、海軍経理学校入学。一九四六年立教大学入学。文学部英米文学科に学ぶ 五一 渡米し、シカゴ大 で教育心理 を専攻。一九五三年カナダ・トロント大学トリニティ




























































































二教科の勉強しかしていない生徒があって、それぞれの生徒の持っいた知識、基礎的な 力の差は極端であっ ためである。この事 関
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しては『立教フォーラム』第二号（一九九四年七月）の三九頁～四七頁に「カリキュラムにおける一貫性の困難さ」と題して伊藤俊太郎が詳述している。
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